
【 笹 井 用 水 ( 笹 井 堰 ) 】

用 水 位 置 図

寛永年間(1636)にかんがい、水車用水等の目的で、入間郡水富村、柏原村の両村民の夫役
により設けられたのが始まりである。堰は県営用排水幹線改良事業入間北部第二地区(S6-
17)により改築する予定であったが、S12.6の大洪水により堰が大破し取水困難となったた
め、直ちに復旧工事に着手(S13)し、翌年6月重力式玉石コンクリート堰へと改修された。そ
の後、幾度か補修等を行い現在に至る。
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